
事務 ト

管

815 9,783 9,

理

881 0 9,881 0

経

伸び率（％） △8.9

費

% △6.5% 1.4%

○

△1.4% △1.5%

[

3.3% 0.7% △1

長

00% 0% 0%

人件費

期

正規職員 5,663 5

総

,663 5,755 5

合

,755 5,799 5

計

,719 571,83

画

4 0 571,834 0

]

正規職員以外 5,33

そ

8 5,338 5,68

の

7 5,687 5,63

他

9 5,639 7,22

分

2 0 7,222 0

小計

野

11,001 11,0

別

01 11,442 11

目

,442 11,438

標

11,358 579,

３

056 0 579,05

子

6 0

国庫支出金 0 0 2

供

,398 2,297 0

た

0 0 0 0 0

県支出金 0

ち

0 0 0 0 0 0 0 0 0

市

が

　　債 0 0 0 0 0 0 0

い

0 0 0

そ の 他 0 0

き

0 0 0 0 0 0 0 0

一般

い

財源（税等） 9,83

き

1 9,601 7,56

と

8 7,170 9,81

育

5 9,783 9,88

つ

1 0 9,881 0

所要

ま

人数 正規職員 0.71

ち

0.71 0.72 0.

事

72 0.72 0.71

業

71.00 0.00 7

区

1.00 0.00

（人

分

） 正規職員以外 2.0

(

0 2.00 2.00 2

2

.00 2.00 2.0

)

0 2.01 0.00 2

自

.01 0.00

主な予

治

算内訳
常設展示保守点

事

検業務委託３，５９４

務

千円（プラネタリウム

法

は保証期間のため保守

定

点検料はなし）

ソフト

受

借上料４，８５５千円

託

（平成３１年度当初）

事務

そ

３　目

の

標及び実績
指標名 単位

他

平成29年度 平成30

政

年度 平成31年度 令和

　

02年度 令和03年度

策

活
動
指
標

普及活動開催

３

回数
回

目標値 110 1

生

12 113 109 10

涯

9

実績値 110 111

を

102

達成度(%) 1

通

00% 99% 90% %

じ

%

目標値

実績値

達成度

た

(%)

成
果
指
標

普及活

豊

動参加者数
人

目標値 4

か

500 4500 450

な

0 4500 4500

実

心

績値 3534 3981

と

3303

達成度(%)

健

78.5% 88.5%

や

73.4% % %

目標値

か

実績値

達成度(%)

な体の育成 会計 一般会計

款 教育費

施　策 １
豊かな心を育む

事

教育の推進 会計・ 項 社会教育費

予算区分 目 こども科学館費

取組方針 ２
郷土を愛するふるさと教育の推進 大事業 こども科学館事業

中事業 こども科学館運営事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 昭和56年度 ～ 無し 担当課・担

業

当課長・Tel 学校教育課 古田　清和 435-1139

事業実施の根拠法令 和歌山市立こども科学館条例 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概

チ

要

事
業
目
的

こどもの自然科学に関する興味と認識を深め、個性に応じた能力の伸 こどもの自然科学に関する興味と認識を深め、個性に応じた能力の伸長と情操豊かで創造的なこどもを育

長と情操豊かで創造的なこどもを育成

ェ

する。 成する事業。

事
業
内
容

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和02年度 令和03年度

①野外生物観察会　12回@② 科学展示、プラネタリウム投 科学展示、プラネタリウム投 科学展示、プラ

事

ネタリウム投 科学展示

ッ

務

、プラネタリウム投

学

事

校天体観察会　１回@

業

③ミ 影、自然観察や実

N

験工作等の 影、自然観

o

察や実験工作等の 影、

事

自然観察や実験工作等

業

の 影、自然観察や実験

名

工作等の

ニサイエンス

[

教室　53回@④ 普及

事

活動、科学に関する調

ク

業

査 普及活動、科学に関

基

する調査 普及活動、科

本

学に関する調査 普及活

情

動、科学に関する調査

報

９歳までに身につけた

]

い科学 研究を実施する

3

。 研究を実施する。 研

7

究を実施する。 研究を

6

実施する。

教室　20

こ

回@⑤実験で発見！

教

シ

ど

室　10回@⑥プラネ

も

タリウ

ム番組　３番組

科

@⑦自然工作

教室　６

学

回@⑧自由研究のス

ス

館

メ　２回@⑨音科楽教

運

室（

コンサート含）　

営

６回@@

事業
事

ー

業

２　事業コスト

事

区

業費等（千円）
平成2

分

9年度 平成30年度 平

(

成31年度 令和02年

1

度 令和03年度

当初予

)

算 決算 当初予算 決算 当

事

初予算 決算 当初予算 決

業

算 計画 決算

事業費 9,

経

831 9,601 9,

費

966 9,467 9,



性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい ○ 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

科学普及教室は、申込者が増加し、その需要は伸びる傾向にある。科学普及活動参加者数の年度別の達成度が７３．４％と

近年になく低いのは、３月のコロナウ

４

イルスの感染症対策に

　

よる臨時休館の影響が

事

大きい。

担当課評価の

業

根拠

科学普及教室の内

の

容の精選及び開拓を進

評

め、より充実させるこ

価

とで、参加者数の維持

評

・増加につなげていく

価

。プラネタリウ

ムがリ

基

ニューアルしたことを

準

最初の広報だけでなく

[

、１年かけ粘り強く広

妥

報を行って来た。プラ

当

ネタリウムの番組投影

性

につ

いては、リニュー

]

アルに際し頂いた番組

事

を活用し、年３回から

業

季節ごと年４回の投影

の

を行った。また１日の

ニ

投影についても

、従来

ー

の１番組から２番組の

ズ

投影に変更し集客を図

は

った。今後も予算削減

あ

の折、あらゆる可能性

る

を探って、工夫した運

か

営を

見直し・改善内容

○

行っていきたい。

増加している 横ばい 減少している

[妥当


